
                  令和５年度シラバス（商業）     学番５７ 新潟県立塩沢商工高等学校 

教科（科目） 商業（ 課題研究 ） 単位数 ３単位 学科・学年・コース 商業科 ３学年 

使用教科書 商業科各科目の教科書を必要に応じて使用 

副教材 等  

 

１ 学習目標 

商業に関する課題を設定し、その課題の解決を図る学習と通して、専門的な知識と技術の深化、総合化を図ると 

ともに、問題解決の能力や自発的、創造的な学習態度を育てる。 

 

２ 指導の重点 

 

３ 指導計画 

月 単元名 教材 学習活動（指導内容） 時間 評価方法 

４ 
○作品制作実習 

 

○職業資格の取得 

 

○キャリア学習 

 

○調査研究 

プリント 

等 

○地域産業振興についての認識強化 

○地域産業への理解を深めるための有益な情報収集 

○地域社会と協力しながら作品制作を具体化していく 

○コンピュータ活用における高度な知識・技術の習得 

○資格取得という目標に向けて自発的に学習する態度・資質の育成 

○進路決定に関する情報を収集し、進路決定に向けて研究を進める 

○興味ある分野の資料を収集し、テーマを決定する 
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12 

 

 

12 

 

 

10 

授業の取り組み 

課題 

提出物 

小テスト 

レポート 

５ 

６ 

７ 

８ 
     

○作品制作実習 

 

○職業資格の取得 

 

○キャリア学習 

 

○調査研究 

プリント 

等 

○地域産業振興についての認識強化 

○地域産業への理解を深めるための有益な情報収集 

○地域社会と協力しながら作品制作を具体化していく 

○コンピュータ活用における高度な知識・技術の習得 

○資格取得という目標に向けて自発的に学習する態度・資質の育成 

○進路決定に関する情報を収集し、進路決定に向けて研究を進める 

○収集した資料をもとに、論文をまとめる 

3 
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10 

授業の取り組み 

課題 

提出物 

小テスト 

レポート 

９ 

10 

11 

12 

１ 

 

２ 

 

３ 

○作品制作実習 

 

○職業資格の取得 

 

○キャリア学習 

 

○調査研究 

プリント 

等 

○地域産業振興についての認識強化 

○地域産業への理解を深めるための有益な情報収集 

○地域社会と協力しながら作品制作を具体化していく 

○コンピュータ活用における高度な知識・技術の習得 

○資格取得という目標に向けて自発的に学習する態度・資質の育成 

○進路決定に関する情報を収集し、進路決定に向けて研究を進める 

○研究成果をプレゼンテーションにより発表する能力を養う 

10 

授業の取り組み 

課題 

提出物 

小テスト 

レポート 

計105時間（50分授業） 

本校では、生徒の希望にあわせて、情報講座、電卓講座、ビジネスマナー講座、ビジネス企画講座、調査研究講座の

５講座に分けて課題研究を行っている。進路実現に向けて、生徒が主体的に課題を設定して取り組むことが重要であ

る。 



４ 課題・提出物等 

 

 

５ 評価規準と評価方法 

 評価は次の観点から行います。 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

関心のある商業の課題を設定し、

その課題の解決を目指して意欲

的に取り組むと共に、問題解決能

力や自発的、創造的な学習態度を

身に付けている。 

関心のある商業の課題を設定し、

その課題の解決を目指して自ら

思考を深め、専門的な技術を深化

させて適切に判断し、問題解決能

力を身に付けている。 

関心のあるある商業の課題を設

定し、その課題を解決する技能を

身に付け、創造的な成果を表現し

ている 

関心のある商業の課題を設定し、

その課題を解決する知識を身に

付け、問題解決能力や自発的、創

造的学習態度の重要性を理解し

ている。 

 以上の観点を踏まえ、 

・授業への取り組み 

・作品提出 

・記録、レポート 

・小テスト 

・検定試験への取り組み状況 などから総合的に評価します。 

 

６ 担当者からの一言 

興味・関心だけではなく、将来の進路希望結び付け、選択した分野で自ら課題を設定し、自主的に課題に取り組む 

態度・資質を身に付けるためにも、積極的に取り組むこと。 

また高度な資格取得に向けて意欲的に学習に取り組むこと。 

学習の到達度を測るため、情報講座は全商情報処理検定１級、電卓講座は全経電卓能力検定、ビジネスマナー講座は 

秘書検定・ビジネス系検定・全商ビジネスコミュニケーション検定等を受験する予定です。 

 

・作品提出 

・毎時間の記録、レポート 


